
対馬TKマックスは８年ぶり２回目

の優勝。８月４日から４日間、

長崎県営野球場ビッグＮスタジア

ムで開催の県大会に対馬支部代

表で出場する。

【第１試合】10:07～12:07　２時間00分 打 安 点 球 打 安 点 球

　六回時間切れ。 ④ 0 0 0 4 ⑤1 4 1 0 0

　七回はタイブレーク戦 ⑥ 3 2 1 1 ④ 3 1 0 0

　無死一二塁制でタイブレークの延長七回。厳原は先頭の三塁ゴロで ⑤1 4 0 0 0 ①6 2 1 0 1

三本間挟殺プレイがあったが三塁に戻り満塁。ここで林田の投ゴロで ② 4 1 0 0 ② 3 1 1 0

スタートの三走が還ると、続く植木の初球に三走がスタートし遊ゴロ ①5 4 1 1 0 ⑥5 3 0 0 0

で生還して２点を挙げ、これが決勝点となった。 ③ 3 0 1 0 ⑦ 3 1 0 0

　二回の厳原は、先頭で左安打の林田が犠打と暴投で三進の二死から ⑨ 3 0 0 1 ⑧ 2 0 0 1

浦田の右前打で同点にすると、再び１点差の六回は２四球の二死一二 ⑦ 2 1 1 1 ③ 2 0 0 0

塁に鳥羽の一塁内野安打で二走の浦田が好走良く生還し同点とした。 ⑧ 3 1 0 0 H 1 0 0 0

　先制したのは初回の雞知。左前打の澁江が二盗後に久和が左中間に 26 6 4 7 3 0 0 0 0

タイムリー打。同点とされた二回は四球の黒岩が二進した二死後に平 ⑨ 2 1 1 1

井の左線適時打。五回に山代の安打と四球で二死一三塁の好機を作っ 25 6 2 3

たが主軸が倒れ追加点が無く、タイブレーク戦の七回は三盗死後に先 【審判】阿比留正臣、杉村修一、財部晃、築城貴憲　

頭が四球。二死一二塁に一飛失で二走が生還。だが打者走者が二進を狙うも、一塁手からの送球で憤死し１点どまり。

【第２試合】12:28～１時間36分 打 安 点 球 打 安 点 球

①2 3 0 0 1 ⑥ 2 0 0 1

⑥ 4 0 0 0 ④ 1 0 0 0

　対馬TKが無安打の勝利。三回一死後に連続四球。二死後に四球の ⑤1 2 0 0 1 4 1 0 0 0

満塁に縫田の三ゴロが一塁悪送球で二走も還り２得点。四回は代っ ②5 3 0 0 0 ②3 3 0 0 0

た田口から先頭四球。２連続犠打で三進後に米田の三ゴロが悪送球 ⑧ 1 0 0 2 ①7 3 0 0 0

となり三走の渕上が還った。 ③ 3 0 0 0 ⑦1 3 0 0 0

　雞知の得点機は初回。先頭四球を犠打二進。続く二ゴロで三進し ⑦ 2 0 0 1 ⑤ 2 0 0 0

たが一ゴロに倒れた。三回は先頭の山田が左中間安打するも後続が ⑨ 2 0 0 0 ⑧ 2 0 0 0

三者凡退で進塁できず。四回から登板の藤原に対しては12者が２三 ④ 1 0 0 1 ③2 2 1 0 0

振、６飛球、４内野ゴロに抑えられ、無得点に終わった。 21 0 0 6 ⑨ 1 0 0 0

【審判】松尾吉範、西川典夫、川﨑仁、原田武茂 H9 1 0 0 0

21 1 0 1

【第３試合】14:28～１時間34分　五回時間切れ 打 安 点 球 打 安 点 球

【二】小宮、縫田 ①2 2 1 0 2 ④ 2 0 0 0

⑥ 3 0 0 0 ⑥1 2 1 1 0

　先取点は初回の対馬TK。右中間安打と二盗の米田が一死後に藤原 ⑤1 3 1 1 0 ⑤6 2 0 0 0

のショート強襲安打でボールが転々とする間に三塁を廻って生還。 ②15 3 1 0 0 ② 2 0 0 0

二回は先頭四球に敵失で三塁まで走者を進め二死満塁と攻めたが上 ⑧ 2 1 0 1 ①5 2 0 0 0

位に一打無く、三回に小宮の中越え二塁打も二死後。同点とされた ③ 2 0 0 1 ③ 2 0 0 0

四回二死後に３連続四球も右飛で無得点。五回一死から縫田が左線 ⑦ 1 0 0 1 ⑨ 1 0 0 1

二塁打し三盗。四球(二盗)後に投ゴロで三本間挟殺の後、２連続四 ④ 1 0 1 2 ⑦ 1 0 0 1

球で押し出した後、暴投で２点目が入った。 ⑨ 1 0 0 2 ⑧ 1 1 0 0

　厳原は二回まで無走者。三回に代わった縫田に対し先頭から２連 18 4 2 9 15 2 1 2

続四球。一塁前バントが内野安打で満塁。ここで代った藤原に対し 【審判】築城貴憲、阿比留正臣、杉村修一、財部晃　

松本が三振すると鳥羽がスクイズ成功(内野安打)で同点。二走も本 四、五回は３番以下の６人が３三振３内野飛球に仕留めら

塁を突いたが転送され憤死。尚も続く二死一二塁は二塁牽制球死。 れ、五回終了時で制限時間切れとなった。
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最初に入場してきましたのは、昭和51年の第１回大会に美津島アストロクラブで県大会出場以来、２年連続15回目の
県選手権大会出場を目指す雞知中学校。５年前の平成29年にチーム名を変更しています。

２番目の入場は、厳原ウィンズのチーム名で、昭和52年の第２回大会から45大会連続出場し、２年ぶり19回目の優勝を

目指す厳原中学校です。チーム名を変えたのは、雞知中学校と同じく４年前の平成29年からです。

　

３番目の入場は、対馬ＴＫマックス。北から佐須奈中学校、仁田中学校、西部中学校、豊玉中学校、大船越中学校の

５校の野球少年で編成し、チームとして８年ぶり２回目の、ビッグＮスタジアム出場を目指します。



最後の入場は、開会式に特別参加の『厳原学童野球塾』です。対馬唯一の小学生チームで、昨年５月と今年の５月に

大村市で開催の『全日本学童・長崎県大会』に参加申込をしていましたが、新型コロナウイルス感染拡大で残念ながら

大会を棄権しました。本日は、特別に入場行進に参加をしました。中学生になっても野球を続けてください。

観客の皆様は、精一杯の拍手をお願いします。



 　長崎県少年軟式野球選手権大会対馬予選会としての対馬少年野球大会は昭和51年夏に雞知中学校グラウンドで美津島アストロ

 クラブと厳原ファイターズの一戦が第１回大会である。厳原ファイターズは１大会で消滅し52年に厳原ウィンズが誕生し、美津島と上県町

 佐須奈の３チームで第２回大会を対馬高校グラウンド(現在の厳原中学校の校舎がグラウンドだった)で開催。この大会で対馬ライオンズ

 クラブから贈呈された優勝旗が今でも現役である。

 　53年から３大会は新設された現在の対馬高校グラウンドで開催され56年５月に峰町野球場が完成し豊玉を除く５町が参加。58年

 から61年は厳原と美津島の２チーム参加で対馬高校Ｇで行ない厳原野球場の完成(61年秋)により野球場で開催する大会となった。

 　下表は第５回県少年選手権大会大会から参加した、対馬代表チームの戦績である。

１－11　三会中(島原) 【二】 １－２　日野中(佐世保)

１－５　滑石中(長崎) 【二】 １－２　吾妻中(南高)

１－３　愛宕中(佐世保) 【一】 ０－１　島原二中

４－２　高島中(西彼) 【一】 ２－１　森山中(北高)

３－12　江平中(長崎) 【二】 ０－１　日野中(佐世保)

０－７　江平中(長崎) 【一】 １－２　島原二中

１－４　岩屋中(長崎) 【一】 ４－２　平戸中

６－１　野母崎中(西彼) 【二】 ５－７　佐々中(県北)

２－１　島原二中 【二】 ６－０　西彼中(西海)

４－０　中里中(佐世保) 【三】 ０－１　福江中(福江)

２－１　生月中(県北) 【一】 ２－１　有家中(県南)

０－２　山里中(長崎) 【二】 ０－１　三重中(長崎)

０－７　若松中(上五島) 【二】 ０－２　有明中(島原)

０－１　山澄中(佐世保) 【二】 ０－７　早岐中(佐世保)

１－０　安中クラブ(島原)

１－２　鹿町中(県北) 【一】 ４－５ 三重中(長崎)

１－９　大野中(佐世保) 【一】 １－２ 小長井中(諫早)

０－３　平戸中(平戸) 【二】 ０－１　三重中(長崎)

１－５　高来中(北高) 【二】 ３－３〈抽選○〉　平戸中

４－７　石田中(壱岐) 【三】 ２－１　相浦中(佐世保)

６－１　西海北中(西彼) 【準】 ０－１　諫早中(諫早)

５－３　大村中 【二】 ３－２　日宇中(佐世保)

２－７　若松中(上五島) 【三】 ６－８　飯盛中(諫早)

【一】 ４－３　深堀中(長崎) 【二】 ２－４　平戸中＝初優勝

【二】 １－０　鯨伏中(壱岐) 【二】 ４－４(抽選●)西彼中(西海)

【三】 １－８　玖島中(大村) 【二】 １－２　大野中＝優勝

【一】 ２－３　三会中(島原) 【二】 ４－３　愛宕中(佐世保)

【一】 ３－４　池島中(西彼) 【三】 ４－１　平戸中(平戸)

【二】 ３－２　三会中(島原) 【準】 １－７　西彼中(西海)

【三】 ０－８　旭中(佐世保) 【二】 ０－７　島原第一中＝優勝

【二】 ０－３　小江原中(長崎)

【一】 ４－０　魚目中(上五島)

【二】 ８－０　南部中(平戸)

【三】 ２－１　箱崎中(壱岐) 18大会 12勝18敗 ベスト４＝２回

【準】 １－２　長田中(諫早)

【一】 10－10　西海北(西彼) 14大会 ６勝14敗 準優勝＝１回

<延長８回：抽選負け>

【一】 １－４　光海中(佐世保) 10大会 ４勝10敗 ベスト４＝１回

【二】 ３－０　島原二中 １大会 ２勝１敗

【三】 ３－４　有明中(南高) １大会 ０勝１敗

【一】 ３－２　若松中(上五島) １大会 ０勝１敗
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